ダニエル・デフォーについての若干の考察 by 増田 寿男
ダニエル・デフォーについての若干の考察
著者 増田 寿男
出版者 法政大学比較経済研究所
雑誌名 比較経済研究所ワーキングペーパー
巻 71
ページ 1-21
発行年 1999-04-02
URL http://hdl.handle.net/10114/4229
産業革命の影響と文人たちシリーズＮＯ２
ﾀﾞﾆｴﾙﾃﾞﾌｫｰについての若干の考察
目逵欠
ダニエル・デフォーについての若干の考察
増田寿男氏（法政大学経済学部教授）
１．はじめに…………………………･…………………………･………………………･……１
２．ダーコニル・デフオーの生涯……………………………………………･………･…………･Z
３．デフオーの政治論……･………･…………･………………………………………………８
４．デフォーの経済論………………………………………･……･…･………………………１０
（１）Tradeについて………………………………………･………………………･…･……１０
（２）都市づくり………･…………………………………………･………･……………１１
（３）オランダとイギリスの貿易の差異・…………………………･…………･……………１２
（４）高賃金の経済………….………………………………………………･………………･１２
（５）植民地問題…………………………･………………………………………･…･………1２
５．ジャーナリストとしてのデフオー…･………………..………………･…･……･………1３
６．ロピンソン・クルーソーの世界…………………………………………………………１５
（１）経済人ロビンソン・クルーソー………………………………………………………１６
（２）ロピンソン・クルーソーにおける宗教の問題………………………………………1８
７．おわりに…･…………………………･……………･…･……………………………･…･…１９
ダニエル・デフォーについての若干の考察
増田寿男氏（法政大学経済学部教授）
法政大学・大学院棟３階会議室
１９９８．１．３１ 
１．はじめに
ダニエル・デフォーをやってみようとしたきっかけは落合幸二さんの『ロビンソン・ク
ルーソーの世界』（彩流社）という児童文学学会奨励賞をもらった－児童文学学会奨励
賞が何でこの本になるのか本人もわからないと書いていますが－本を読んだのがきっか
けです。落合さんは専修大学の故内田義彦さんのゼミを出た人で、この人が『ロビンソン
・クルーソーの世界』という本を１９８４年に書いてるんですね。この本がロビンソン・ク
ルーソーをいろんな面から書いているなかなかおもしろい本だなと思って読んでいまし
た。清原さんに最初重商主義の話をしてくれと言われて、最初は彼が何も知らないという
から、じゃあトーマス・マンの話でもするかと思ったんですけれど、トーマス・マンじゃ
ちっとも文学との接点が出てこないんで弱ったなと思っていました。それならロビンソン
・クルーソーの方がよいかなと思って、それでダニエル・デフォーに転換しました。
デフォーにつきましては、日本での紹介としては大塚久雄さんが『社会科学の方法』（１
９６６年）という岩波新書で「経済人ロビンソン・クルーソー」というかたちで紹介して
有名になったと思います。それが、ロビンソン・クルーソーを比較的経済史という分野か
ら論議した最初の例で、これはいろんな意味で注目されました。これを契機にデフォー研
究がわが国でも進み、天川潤次郎さんの『デフォー研究』とか、山下幸夫さんの『近代イ
ギリスの経済思想』が相次いで発表されました.この二人がデフォー研究を始めたのはこ
の大塚さんの影響だと書かれていますので、大塚さんの影響は大きかったのではないかと
思います。大塚さんは、クリスチャンでありますから、その関係と、イギリス経済史の大
家ですから、ロビンソン・クルーソーではなくてデフォーの経済学をかなり知っていたと
いう所もあって、こういう紹介をしているのだろうと思います。ほぼそれ以降、デフォー
を論じている人もあまりいないような感じなので、デフォーというのはどんな人なのかも
私はあまりくわしく知らなかったんですけれど、落合さんの本を読んで、またこの天川さ
んの本を読んでデフオーというのは非常におもしろい人だなと思いました。それで少しデ
－１－ 
フォーという人をやってみようかなということにしました。今回は清原さんの研究会で報
告することになったわけです。
２．ダニエル・デフオーの生涯
いろんなデフォーの側面を論じるというのはほとんど不可能なので、できるだけ概略的
な話をすることしか今回はできないのですけれども。まず、おもしろいという意味をなん
とか皆さんに理解していただくために、ダニエル・デフオーの生涯を年譜的に書いてみた
んです。これがデフォーのおもしろさというのを表現できるのではないかと思いまして。
１６６０年ロンドンでジェームス・フォーの三子として誕生
１６７４年モートンズアカデミーに入学
１６８０年頃メリアス商になる
１６８１年ロンドン郊外サリー州で世俗説教師をする
１６８４年メアリー・タフリー（２０才）と結婚
１６８５年メリアス卸商。イタリア、スペイン、ポルトガルに進出
１６８５年モンマス公の反乱に参加。危うく処刑を免れる
１６８８年１１月オレンジ公ウイリアムが１万２千の軍隊で上陸。名誉革命。デフオ
ーはトーベイまで志願騎兵隊士官として出迎えに行く
１６９２年メリアス卸商倒産
１６９５年頃テイルベリ（エセックス）で煉瓦及び屋根瓦製造始める
１６９５－９９年ガラス税会計官。名前をダニエル・フォーからダニエル・デフオー
に変える
１６９７年から数回スコットランドに王の諜報員として行く
１６９８年『企業論』（』〃Ｅ"αy【(PC"Ｐｒ班c町）発表
１７０１年風刺詩『生粋のイギリス人』（7ﾙｅ刀"e-6omE)19応Amm）で一躍有名人に
１７０２年ウイリアム３世亡くなる。「名目的国教徒禁止法」に反対し、「非国教徒
最短処理法」執筆。
１７０３年逮捕状。７月有罪判決。１１月ハーリーの尽力で１１月釈放。
この逮捕により１０年間成功してきた煉瓦・屋根瓦製造が破産
１７０４年『レビュー』誌発刊、１７１３年まで９年間週２－３回発行
－２－ 
１７０９年『グレートブリテン合併史』出版
１７１３年２度目の筆禍事件
１７１５年「名誉と正義への訴え－たとえ最悪の敵に対しても￣」執筆
１７１９年４月『ロピンソンクルーソー』、８月『ロビンソンクルーソーのその後の
冒険』刊行
１７２０年『ロビンソンクルーソーの生涯と驚くべき冒険の間の真塾な反省』刊行、
その後６０歳代から７０歳代にかけてピカレスク物語、実録物語（『ペスト対策』、
『ペスト』）経済書（『イギリス商人大鑑｣、『イギリス経済の構図」『イギリス紳
士大鑑』絶筆）周遊記（『大ブリテン周遊記１，２，３巻』『新世界周遊記』)、ジ
ャーナリスティックな作品（｢悪魔の政治史』、『ロンドン発展策』）とまさに驚異
的執筆活動をする
１７３１年死亡
デフオーが生まれたのは１６６０年か１６６１年という説があるらしくてハッキリとはわから
ないらしいのですが、一応、だいたい１６６０年ということになっています。ロンドンのク
リップルゲートセントジヤイルス教区の獣脂ローソク商のジェームス・フォーの三子とし
て誕生します。この当時の話だと、獣脂のローソク商よりも肉屋の方が職業としての格が
上らしくて、お父さんは肉屋に転業したらしいです。お父さんが敬虚な非国教徒、ノンコ
ンフォーミストで、ピューリタン的信条の持ち主であるということが、一生デフォーに影
響を与えた。デフォーも生涯ピューリタン的信条を持ち続けたのは父親の影響が非常に大
きいんではないかということです。１４歳のときの１６７４年に、モートンズ・アカデミーと
いう所に入学しました。
このモートンズ・アカデミーというのも非常におもしろい学校らしくて、校長のチャー
ルズ・モートンという人は自然科学者・数学者でかなり有名な人で、後にピューリタンで
イギリスから追放されてアメリカに渡り、ハーバード大学の副学長に就任するほどのかな
りの人物です。当時の、１６７０年代のオックスフォード・ケンブリッジがいってみればギ
リシャ語、ラテン語の古典教育一辺倒の雰囲気が強くて、しかもデフオーの生まれた１６６０
年というのは王政復古の年なんですね。チャールズ２世が帰ってきまして、チャールズ２
世は事実上国教徒であると同時に、かなりカトリックに傾倒したような関係で、非国教徒
を徹底的に批判するというかたちになっていますから、オックスプリッジには非国教徒は
－３－ 
入れないという事になりました。非国教徒はそういう意味で言うと事実上行く学校がない
わけで、そういう所にこのモートンズ・アカデミーのようなものが誕生してくる必然性が
あるわけです。このモートンズ・アカデミーは、英語利用教育というかたちで、しかも自
然科学・社会科学という実物教育を徹底して行った学校であったので、これがデフォーの
人格形成にかなり大きい影響を与えていると言われています。
ですから、これは結局デフオーに、－番最晩年なんですけれど１７２９年に彼が実物教育
を実践するような大学の提唱を行なっているんですね。『アウグスト・トリムフォンス』
という本の中で、彼が宗教差別のない、ロンドン大学を提唱する、というのをやっていま
す。そこで、近代教育と近代科学教育を教えるべきだ、というかたちでデフオーが提案し
て、これが果たしてロンドン大学になったのかどうかは別ですけれども、そういう意味で
言うと､近代科学教育の先駆者であるという側面をデフォーが持っているということでも、
モートンズ・アカデミーというのはかなり大きな影響を与えているのではないかと思いま
す。それと同時に、彼は熱心な非国教徒の会員でもあって、１６９１年ぐらいには、世俗説
教師をやっているという事もあります。これは２１歳の時ですね。同時にそのちょっと前
の１６８０年ごろからメリヤス商を経営するということも始めて、このメリヤス商はかなり
成功しているわけですね。その間に、1684年にぶどう樽製造人の娘メアリー・タフリー
と結婚して、７人の子どもをもうけています。このメアリー・タフリーの家から持参金を
3700ポンドもらって結婚後もお母さんからかなりの資金援助があるというかたちでメリ
ヤス商というのは豊かな資金の中で運営が可能であったような側面を持っています。１６８５
年には、このメリヤス商の小売り商が卸し商に転換しまして、イタリア・スペイン・ポル
トガルに進出するというようなかたちで、海外貿易にもたずさわるという事をやっていま
す。この知識が彼の後のいろいろな分析に反映することになるのだと思います。
それから、同じ年の１６８５年に、モンマス公というチャールズ２世のフランスの子どもが、
イギリスに再上陸して、反乱を起こしているんですけれど、これは非国教徒の反乱という
かたちで行われた。デフオーは２５歳の時にこれに参加するんですね。この反乱に対する
処分は、ジェームス２世のカトリック政策に対する反乱でもあったわけですけれども、非
常に処罰が厳しくて、ほとんどの人が殺される。絞首刑にされるというかたちの過酷な処
分が行われるのですが、うまい具合にデフオーはまぬがれた。デフオーはこの話に関して
は後に１回も書いてないらしくて、これはやはりよっぽど自分でもマズいと思ったのかも
しれませんけれど。この話は､彼自身もその後あんまりしていないということらしいです。
－４‐ 
それから、王政復古の最後期になりまして、ジエームス２世が死んだ後の、継承をどうす
るかという話で、イギリスの議会はトーリーとホイッグ両方合わせて、これはオレンジ公
ウイリアム、これはメアリーの夫だから、正式なジェームス２世の後とりとしては、子ど
もがいなければメアリー女王に王位が継承されるわけですけれど、それの亭主である、オ
ランダのオレンジ公ウイリアムに、軍隊の要請をする、というかたちで、イギリスの議会
がそれを行って、オレンジ公ウイリアムは、１６８８年の１１月に１万２千の軍隊で南のトー
ベイに上陸をする。それが名誉革命一グローリアス・レヴオリユーシヨンーで、１２
月２３日にジェームス２世はイギリスを逃げ出して、結局戦争なしで革命が起こった。デ
フォーという人はおもしろいんですけれど、このオレンジ公ウイリアムを出迎えにトーベ
イまで志願騎兵隊士官として行きます｡これから、オレンジ公ウイリアムとの関係が出て
くるわけですね｡オレンジ公ウイリアムにずっと一貫して彼がかわいがられるというのは、
きっかけはこれなんですね。最初の倒産がその後ありまして、１６９２年にメリヤス卸商が
１万７千ポンドの負債で倒産します。これであきらめるかっていうと、あきらめないでデ
フォーはテイルベリというエセックスで、煉瓦および屋根瓦製造をまた始めます｡ここで、
最初の商業資本から産業資本家に転換する。これは、かなりの大規模で、１００人くらい
の労働者を抱えて大成功をおさめる。有頂天であるかどうかは知りませんけれど、４頭立
ての馬車やクルーザーみたいなボートを買って乗りまわす程の豊かな生活になる。資本家
としても成功したわけです。この間にオレンジ公ウイリアムがメアリーが死ぬと同時に、
ウイリアム３世となってイギリスの正式な王になるんですけれど、彼の治世の１６９５年～
1699年までガラス税の会計官という下級官に就任するというかたちでウイリアム３世に
仕えます。この時期にダニエル・フォーに自分で勝手にフランス風にデをくっつけてダニ
エル・デフオーと名前を変える。ちょっと自分で、えらがっている所もあるんだと思いま
すけれど。この頃にだんだん政治の方に関与していきます。１６９７年から、スコットラン
ドに王の諜報員として６回ぐらい行ったらしいんです。これからスコットランドとの関係
が始まるんですね。そして王から礼金をもらう、というかたちでスコットランド問題に関
与していきます。スコットランドとの関係をどうするかという提言を王にしています。で
すから、スパイといってもいわゆるスパイではなくて、政治的駆け引きをするようなかな
りの地位の立場という事らしいです。そして、1698年に最初の彼のエッセイ、いってみ
れば〃経済書〃『企業論』（ん〃Ｅｓｍｙ１<ＰＣ〃Ｐ､/eclhS）を出して､公共事業例えば国立銀
行・損保・友愛会・年金局・各種学校、こういうものをどうしたらよいかという企画案を
‐５－ 
ここで出しました。このへんまでは、言ってみれば通常の資本家で、比較的ウイリアム公
にもかわいがってもらっている関係でもありました。彼の人生が一変するのは、この後あ
たりからです。まず1701年に風刺詩『生粋のイギリス人』（ｍｅ７>we-6omD1gﾉishm”）
というのを発表して、一躍有名人になります。これは後でも紹介しますが、８万部という
当時では破格のベストセラーになります。この詩はなかなかおもしろい風刺詩で､中味を
紹介しないと皮肉の内容がわからないと思いますけど、落合さんの部分訳がありますので
若干紹介します。
この水陸両生の、生まれ卑しき暴徒の末ｶﾐ
かのうぬぼれ強き、ひねくれ者のイギリス人
トルコ馬とてそのよき血統を証明するためには、
もっと多くの歴史を持つものを、
●●●｡●●●C●中●●
これらの人こそオランダ人を軽蔑する当人なり、
そして新来の外国人を強く攻撃する。
自分たちこそ元は皆
世界一野蛮な人種から生まれたことは忘れはて。
｡｡■●●●●●●●●● 
かくしてすべての種族が混血して、
イギリス人という雑種が始まる。
●●●●●●●｡●●●● 
生粋のイギリス人とはまさに論理の矛盾、
言葉で言えば反語、事実としては架空のこと、
●●●ひ●●ｐ□●●●０
かくて開放的なイギリスは世界中の人種の
すべての落ち穂を拾い集めたものと信ぜられる゜
●●●●C■●●●､●● 
われわれは昨日の大民族。
そして貴族たちの先祖が神であったと
－６－ 
誰が知ろう。
この『生粋のイギリス人』というのはどういう意味かという事ですが、ジョン・タッチ
ンという人が『外国人」という詩をつくってウイリアム３世のとりまき連に対する、これ
は親分がオランダ人ですから、外国人なんですね。だから、おまえら外国人じゃないかっ
て皮肉った詩をつくったんです。これに対する、反批判の詩を書いたんですね。その中で
主として彼が言っているのは非常におもしろくて、イギリス人だって結局、いろいろな血
の混じった外国人の子孫だと。だから、外国人で何故悪い、という反批判であると同時に、
非常に風刺っぽく書いているわけです。何故これが、当時のイギリス人に圧倒的に売れた
のかって言う事は、その間の事情が私にもよく分からないんで、ここらあたりを研究する
とおもしろいんじゃないかなと思いますね。何しろ、この時で８万部という部数を出して
いると言うことは、とてつもなく売れたという事ですね。これで一躍デフォーは名前を知
らない人はいないくらいの超有名人になって､自分でもかなりこれは気に入ったらしくて、
自著に、つまりその後の文章に、ThcTme-bomEnglishmanといっぱい書いているのを
見ると、やっぱりこれはよっぽど気に入ったらしいです。ところが、世の中は皮肉なもん
で、その翌年に一番彼をかわいがっていたウイリアム３世が亡くなります。これによって、
世の中は逆転していって、今度は名目的国教徒というかたちで非国教徒を扱ってきたこと
に対していろんな批判が出てくる。そして議会が「名目的国教徒禁止法」案というのを提
出します。これに対して、デフォーが「非国教徒最短処理法」という、イギリス的パロデ
ィなんだけれども非常にデフオーという人はキレるというか、日本ではこうやってパロデ
ィで批判をするのなかなかできないのだけれども。これもなかなかおもしろいと思います。
これは非国教徒を罰金や科料で処罰をしようというのでは話になんないんで、非国教徒を
どうせやっつけるんなら、絞首台か奴隷船で外国へ追い出しちゃえばいい、それなら非国
教徒もそんなに傷つかないものを、というパロディを出したんですね。これが、デフォー
であるというのを知って、時の議会・政府は非常に怒って、１７０３年に逮捕状を出して７
月には有罰判決を行なって、３日間のさらし台の刑というのがあるんですね。ロンドンの
町中に、２，３時間程、そんなに長い時間ではないらしいんですけど、さらし台になる。
だけど、デフオーはやっぱり大衆的な人気があったらしくて、さらし台に花輪がいっぱい
届いて、デフオーを絶賛するような話になって、あまりさらし台の意味がない程人気があ
ったという話があります。そして２００マークの罰金で、結局、アン女王一ウイリアム
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３世が亡くなりましたから、アン女王になったのですが－に釈放してもらう。
彼の書いたものというのは、とてつもない量があるんですね。ピカレスク物語編、これ
でも５～６冊大著がありますし、それから実録物語、『ペスト対策』、『ペスト』という風
なものを書いています。それから経済書では、『イギリス商人大鑑』、『イギリス経済の構
図』、それから『イギリス紳士大鑑』これは７１年ですから、これが絶筆になるわけです。
それから周遊記、これがまた大著でありまして、『大ブリテン周遊記』、これは１．２．
３巻本ですね。それから『新世界周航記』、それからジャーナリスチックな作品としては
『悪魔の政治史』、『ロンドン発展策』。この他に小説があるわけですね。何冊も大著の小
説が出てくるんですけれども、そういう意味で言うと、化物としか言いようがないぐらい
の著作活動になる、ということですね。こういう彼の生涯を見回した時に、ダニエル・デ
フオーとはどういう人かと考えますと、非常に興味をそそらざるを得ないぐらいのおもし
ろい人物だという事ぐらいは理解いただけるのではないかと思います。一応これで終わっ
てしまっては、本題の方に入らないという事になりますので、一応彼の政治論、経済論、
それからジャーナリストとしてのデフオー、それからロピンソン・クルーソーぐらいを本
当は、ここからが本番なんですけれども、本番の方はちっとも勉強が進まないまま本日に
来てしまったので、概略的な話しかできなくてすみません。しかもデフオーの著作自体を
ほとんど、私は目を通してませんので、これは受け売りの話として聞いてください。
３．デフオーの政治論
政治論に関していえば、デフオーと同時期のジョン・ロックとほぼ同じと考えてもよい
だろうと思います。ただ、デフォーの年代期とイギリスの歴史をつき合わしてみますと、
デフオーの時代と言うのはまさに、ピューリタン革命が終わって、王政復古の年に生まれ
て、名誉革命をへて、ホイッグの議会的な体制の中で死んでゆくという時代ですから、デ
フォーが彼の政治論の中で一番主として考えていた問題は一つはピューリタン革命であろ
うし、その次は名誉革命体制であると思います。だからそれについての評価はどうかとい
うことで、彼の書いた文章を若干引用してみました。クロムウェルに関して「私は徹底し
た穏健主義者である」と表明するだけあって、クロムウエルに対する評価は実にきびしい
ですね。「クロムウェルは国王の斌逆者であり否王政そのものの破壊者でさえある。彼は
その祖国の盗人であり、すべての人権の盗人である。彼は法律のみではなく、立法部その
ものをも打倒した」（O〃ASS“ｊ"α"o〃ｑ／Ｒ"ん応，1721)。クロムウエルは徹底してだめ
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なんですね、デフオーの評価では。「この国民の才能は常に王政、すなわち合法的な制限
された王政に向く傾向を有するように思われる。そして前の革命において自分の好きなど
んな政治形態をも採りうる完全無制限の自由を有しているにもかかわらず、どの政党にお
いても共和制に向かわんとする意向は少しも認めることが出来なかった。……世界の他の
国民が民衆の政府の下で享受しているよりもより多くの自由をイギリス国民は王政の下に
享受しているからである｡」（同上)。こういう評価なんですね。これはジョン・ロックも
そうなんですけれど､やっぱりデフォーも立権君主制支持なんですね｡共和制はダメだと。
その理由は、民主制国家よりもイギリス人はより多くの自由を王政の下で享受しているの
ではないかと。その代わり、いわゆる王権神授説に関してはジョン・ロックと同じように
徹底して批判するんですね。
やっぱり、議会主権であって、王権政治に関しては、事実賛成なんだけれども、といっ
て、共和制ではない。こういう立場なわけですね。ピューリタン革命は何故あったのかと
言いますと、難しいんだと思いますけれども、イギリスにおいてピューリタン革命がどう
いう意義を持ったかということに関してはいろんな評価が必要だと思われますけれども、
ピューリタンとしての信仰の角度から提出された契約理念、これがピューリタン革命の遺
産としてイギリスに残った最大のものだと言ってよいんじゃないか。ロックにおいても、
デフォーにおいても、契約ということに関して重視するという考えは、ピューリタン革命
の、クロムウェルに対する批判とは別に、ピューリタン革命としてイギリスに残ったとい
うふうに思います。特にピューリタン革命の、事実上の推進者であった、リベラーズをき
った独立派の論理というのは、そういう意味で言うと契約の絶対視に近いわけであり、よ
うするに、どんな悪い契約でも、契約した以上は守らなきゃいけない、という考えがかな
り強く出ていて、デフオーもその契約重視という意味では、ピューリタン革命の落とし子
ではないかという面があると見てよいんじゃないかと思います。
だけれども実質的に成立したピューリタン革命から王政復古をへて、グローリァス・レ
ヴオリューションにおいてなった、イギリスの最終的な名誉革命体制というのは何である
かということになると、ちょっとやっかいなんですけれども、一応ビル・オヴ・ライッと
いう権利章典に表明されていると考えますと、これは基本的には、議会が主権を制約する
体制、といってよいと思います。それは一体何であるかと言うことは、最終的には、そう
いう体制であると共に、イギリス人の実利的、打算的精神のもっとも代表的に現れた、王
権の存続と制約という両方の面を持っている。ですから、王権は制限するけれども最後ま
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で残す、ジェントリーも残るし貴族も残る、全てが残った上で体制だけをひっくり返そう
と言う、いかにもイギリス的な解決法です。グローリアス・レヴォリューションというの
はそういう所を持っている。だからいろんな側面を持っている。だけれども－番の獲得物
は何かと言えば、ジェントリーを中心にした、土地所有権の法的保証。これを王権から奪
取して、そういう意味では市民革命という性格を、基本的には持っていた。土地所有権の
移譲というのがある。その上に議会主義が存在している、乗つかっている、こういう体制
ではないかと思います。この点に関しては、デフォーが正義の宣言の中で、「私の守るべ
きものは、自由と私有財産だ」と語っている、という意味ではまさに、この名誉革命体制
そのものがデフォーであると思います。ただ、政治論に関しては本当はいっぱい論じなけ
ればいけない所がまだたくさんあると思いますけれど､今回勉強を全然できなかったので。
４．デフォーの経済論
吹は、比較的私の専門に近い経済論をやらなきゃいけないんですけれど、経済論がまた
実におもしろいんですね。私が２０年前に読んだノートを引っぱり出しながら、そしても
う１回読んでみると全然私の前持っていたイメージと違って､デフオーってのはやっぱり、
なかなかおもしろい人間だと分かりました｡この『イギリス経済の構図』という書物は､1728
年ですから、死ぬ３年前、６８歳の著書です。
ですから、彼のイギリス経済に対するトータルなビジョンという意味では、非常によく
出来てる名著じゃないかと思いますけどね。
（１）Tradeについて
その第一章が、商工業、Tradeという章なんですね。Tradeというのが何かというのは
デフォーのもっとも主張したいことそのものなんですね。これは読んだ方がおもしろいと
思いますけど、こう彼は言ってるんですね。「Tradeというのは宗教のように全ての人が
口にするが、理解する人は少ない。言葉そのものがあいまいで、その通常の語義そのもの
があまり説明されていない。この語が場所に関わる時、それは商業Tradeとなり、一般的
に言えば通商commerce、又は我々がそれを自然の作用の結果として語る時、それは生産
物Pmduct、ないし生産品Produceとなる。労働の成果としてはそれは工業製品Manufacmre
である。その取りあつかいについても同じことが言える。というのは、全体について語る
時、それは卸売りWholesaleとなり、個々については小売りRetail、国民について我々が
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それを語る時は取り引きCoITespondingと呼ばれ、国内からの輸入品などについて言えば
売買Merchandisingと呼ばれるからである。そのやり方についてもまた同様である。我々
が品物を交換する時､それは物々交換Barterと呼ばれ､鋳貨を交換すれば､銀行業Ｂａnkmg、
商談Negoce、および交渉Negotiatmgと呼ばれる。ここから、わが貨幣と金の細工人は、
以前には銀行業者Bankers、と呼ばれたし、また我々の国民的規模での大きな金庫National
TreasuryofCommerceは今日Ｂａｎｋと称されている」（『イギリス経済の構図』（東京大学出
版会）山下幸夫・天川潤次郎訳１９頁)。
こういってまして、結局彼がTradeと言う用語で話している内容は、通常の取り引き、
我々が使っている生産面ではなくて流通面の取り引きという意味とは違って、デフォーは
生産過程、さっき言ったようにProduceを含む、LaboringPartをふくむものとして把握し
ているということなんですね。この把握は、いわゆる重商主義とは非常に異なってくるわ
けですね。
ですから、彼の場合のTradeというのは商品の生産と消費、いってみれば国内市場トー
タルを意味することになって、結局、この当時の重商主義者と違っている点は、Tradeの
あり方が一国の運命を決定すると彼がいう時は、国内市場の順調な発展がその上に現れて
くる外国貿易と共にその国の繁栄を決定していくと認識していることです。
当然、国内市場という事になりますから、それが産業として循環していく再生産という視
点も入ってくるわけですね。そういう意味で言うと、デフオーの経済論と言うのは、重商
主義ではなくて、アダム・スミスにつながって行く道すじの一番最初のとっかかりをなし
ていると言ってよいと思います。
（２）都市づくり
いろんな事例を彼はこの中で述べているんですけれども、都市づくりの話というのが興
味深いですね。これは『大ブリテン周遊記』の実地見聞から出てくる事実と一致している
んですけども、－番最初に都市をつくるということを、イングランド南部で５０人の農民
に２００ポンドを与えて、農業生産を始めなさいと、そうするとどういう風になるかと言う
と、当然その農業に必要な農具・工具・商業・取り引きというのが発展して行って、だん
だん市場に発展して行って、それが、大きくなっていくわけなんです。言ってみれば、大
塚さんの「局地的市場圏」という概念と全く同じで、大塚さんのネタは多分ここにあるん
だとおもいます。そういう意味で言うと、大塚さんがデフオーを評価するというのは、非
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常にハツキリしています。
（３）オランダとイギリスの貿易の差異
オランダとイギリスの貿易の差異という点についても大変興味深い指摘をしています。
「オランダ人は売るために買う。イギリス人は売るために植え、耕し、羊毛を刈りそして
織る。我々の製品が我々自身のものであるというだけでなく、その製品のほとんどすべて
の材料が我々のものである」（同上８１頁)。ここに、オランダとイギリスとの差がある
と指摘しています。
「彼らは世界の運送業者であり、貿易の仲立人、ヨーロッパの仲買人及びブローカーで
ある。……彼らは再び売るために購入し送り出すために受け入れる。そして彼らの膨大な
商取引の最も重要な部分は全世界に向けて再度供給するために、世界のあらゆる地方から
の商品の供給を受けることからなっている」（同上１７９頁)。彼ら自身の産出するもの
はほとんどない。国民の労働の大半が海運である。人口少なく生活も慎ましく国内消費は
取るに足りない。これに対してイギリスは国全体が豊かで人々の生活規模は大きく、その
うえ著侈的で瞥沢といってよいほどであり、国民の気質ははなはだ陽気で全体が活況を呈
している。
（４）高賃金の経済
デフオーは国内市場の発展という点から高賃金を肯定的に見ている。勤労大衆の生活水
準の高さは、具体的には賃金の高さによって左右される。商工業の繁栄が労働力不足を生
じさせ、労働者の賃金を引き上げる。これは経済全体にとって大いに歓迎すべきことであ
る。高賃金が、労働者の体力、気力を充実させ、良質の製品を作り出す。これが市場競争
力を高め、国内はもとより、国外においても販路を確保する。この当時のイギリスの賃金
はフランスの２倍はあったといえ、事実かなり高かったといえます。このことが、ユトレ
ヒト条約に際しての貿易再開、自由貿易の根拠となっています。このデフオーの考えはヒ
ューム、タッカーを経てアダム・スミスに連なる自由貿易論の発端といえるでしょう。
（５）植民地問題
デフオーはアメリカ植民地に高い評価を与えています。イギリスは北海地方から輸入して
いる木材、マスト、帆げた、大麻、亜麻、タール、テレビン油をアメリカからの輸入に変
えるべきであると主張しています｡アメリカ植民地は単に輸入品があるというだけでなく、
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イギリスエ業製品の重要な消費地としても重要であるといっています。通常、重商主義者
の植民地政策が本国の立場のみに目が注がれているのに対して、デフォーは本国と植民地
は相互補完関係にあるととらえている点で興味深いと思います。イギリス国民のなすべき
ことは「自国民の植民地を増してゆき、これらの士地の野蛮人と土着民を文明化し、教育
を施し、もっとも優しく穏やかな方法で、彼ら自身の慣行と風習に従うようにさせ、そし
て我が国民の中に彼らを国民の１人として編入することである」（同上３０７頁）と述べ
ています。この主張は当時のなかではかなり進んだ考えと見てよいだろうと思います。
５．ジャーナリストとしてのデフオー
イギリスのジャーナリズムは１６８９年の寛容令、１６９５年の出版許可条例の廃止に
よって発展してきます。その種類は今日の新聞に当たるものとして政府機関紙の『ロンド
ンガゼット』（６千部)、トーリーの『ポストボーイ』（３全部)、ホイッグの『フライン
グポスト」があり、最初の日刊紙として『デイリーグラント』が出た。ニュース評論の雑
誌としてホイッグの『オブザベーター』（’千部)、トーリーの『リハーサル』、がある。
このほかのものとしてデフオーの『レビュー』（４百部)、『ガリバー旅行記』のスイフト
の『イグザミナー』、が出版されている。また高級読者の道徳、風俗批判雑誌として、ア
デイソンとスチイールの『タトラー』、や『スペクテーター』がある。
デフォーが『レビュー』誌をやるきっかけは、前に話した「非国教徒最短処理法」を書
いたことによる１７０３年の逮捕状による有罪判決によってニューゲート監獄に収監され
たことです。ここから彼の人生が大きく変わるわけですけれども、釈放してくれたのが、
ロバート・ハーリーというトーリーの党首で首相になる人ですが、このハーリーの尽力で
釈放されるわけですね。これ以降、ロバート・ハーリーに気をつかって、デフォーはこの
人に尽くすというかたちになっています。刑務所に入ってたわけだから当然経営の方はう
まくいくはずないんで、投獄によって１０年近く成功してきた煉瓦・瓦製造の仕事が３５００
ポンドの負債で破産してしまう。そして、この牢から出された後、ハーリーはデフォーの
文筆力を使おうと思って釈放したんだと思いますが、1704年から『レビュー』誌という
事実上彼の一番のメインの雑誌をこれからまる９年間、最初のうちは週２回、後半は週３
回発行することになって、これがだんだん彼のメインの仕事になってくるというわけです。
しかしながら、これはハーリーのお抱え記者といわれて、いろんな批判もあびるんですけ
れど、一応ジャーナリスト・デフォーの誕生といってよいんじゃないかと思います。この
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雑誌にはかなりデフオーの入れ込みがありまして、都市の中産下層階層のみならず、農村
にも入り込み全国的な読者層を持った。デフオーはこの前文の最初の一号の中にですね、
「本誌は自作農と選挙民のなかでも比較的下層の分別の乏しい人達の愚かな知性を啓発す
るために書かれ」文体は「明解、平易、自由でわかりやすい」ことに努めるとしているわ
けです。この「明解、平易、自由でわかりやすい」というのに対して、スウイフトは「愚
かで無学な三文文士」と『イグザミナー』誌で蔑視しているんですね。これに対してデフ
ォーは「分かりやすいことは何故悪い」と反論するわけです。スウイフトとの関係もここ
から始まるみたいで、なかなかおもしろいんです。彼が、この『レビュー』で展開した分
析分法というのは彼のその後のいろいろな学問研究にも生きているわけですが、「巨視的
展望法」と自分で呼んでいて、この雑誌の性格をあらわしていると思うんですけれど、デ
フオーは本誌をトーリー対ホイッグ、国教会対非国教会という近視眼的な構想にはあまり
関わらないで、ルイ１４世のフランスを軸に展開しつつある国際情勢、イギリスの商工業
一般、名誉革命体制、スコットランドとの合同、言論出版の自由など１８世紀イギリスの
当面直面する重要な課題とその客観的分析をおこなったといえます。非常に水準の高い全
般的なイギリスの分析をしているというのがこの雑誌の特色です。
この『レビュー』誌の問に、１７０７年にスコットランドとイングランドの合併が行われ
る。この合併に関しましてはデフオーは１６９７年からずっと関わってます。事実上、王の
特使としてこれを取りしきるということをやって、事実上、デフオーはこの合併の立て役
者の役割を果たした、といってもよいぐらいのことをしています。その立て役者である本
人が、１７０９年に『グレート・ブリテン合併史』というフオーリオ版７４５ページの大著を
出版します。これは政治史の分野では非常に客観的に、スコットランドとイングランドを
公平に見ているということで、非常に評価が高い、という話です。私は読んでいませんの
で、何ともいえませんけれども。そうこうするうちにもう１度、最初の筆禍事件とは違っ
て１７１３年に２度目の筆禍事件が起こる。これは、アン女王が死ぬ時に、また王位継承問
題が起きて、デフォーという人は直情的にこういうものを書くのかもしれませんが、「ハ
ノーヴァー家の王位継承に反対する理由」「潜王が王位についたらどうなるか」というか
たちで、事実上王位継承に関する反論を書いて、これでまた捕まる。そして、女王のロぞ
えによって、これはロバート・ハーリーの力によって、なんとか釈放される。ようするに、
自分の思うことを書けば、あまりにも超有名人であるために、ほとんど捕まってしまうと
いうような事態になって、かなり彼自身これで１７１３年に「レビュー」誌をやめるわけで
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すね。そしてその後、彼の人生はがらりと変わります。
６．ロピンソン・クルーソーの世界
デフオーの生活が変わった以降に、著書を大量に作り出すわけなんですけれども、その
きっかけが1715年の『名誉と正義への訴え－たとえ最悪の敵に対しても－』（』〃
dZ1peaノｍＨｍｏｚ〃叩Ｃｆﾙsrjcc）という大論文を書くわけです。言ってみれば、自分のAn
AppealtoHonourandJusticeということです。これが－体どういう意味を持っているかは
落合さんが大変興味深く分析されています。これの一番最初の文章だけちょっと引用して
みました。これは彼の思想をあらわしていると言ってもよいと思います。
「私は初めて政治を知るようになって以来、今日に至るまでわが国の憲法の誠実なる賛
美者であった。自由とプロテスタント主義の擁護には熱意を抱くが、穏健主義の信奉者と
して終始し、あらゆる党派の過激政策には力強く反対してきた。私はかって一度も私の意
見、原則、党派を変えたことはない。あちらについたりこちらについたりと、どういわれ
ようと私は次のことだけは主張したい。すなわち私はかつて名誉革命の諸原則あるいはそ
の根底にある自由と私有財産権の教理から一度もはずれたことばないと｣。
非常に明解にこういうわけですね。すると、世にデフオーがいわれていることと、彼が
主張していることは、かなり違うことになるんですね。彼の「自由とプロテスタント、と
いうことについては一度もまげたことはない、イギリスに関しては名誉革命の諸原則、自
由と私有財産権ということに関しては、私は絶対の信奉者だ」ということと、客観的に見
れば、ホイッグからトーリーヘ変わったことは事実ですし、それからいろんな形の筆禍事
件があるわけですから。世間ではかなりデフオーに対する評価はきびしいわけですけれど
も、それに対して彼は、それをまげたことはない、と一貫して主張するわけですね。この
彼の主張が、その後の彼の作品に結実していくと考えた方がよいだろう、というのがだい
たいいろんな研究者の評価です。これ以降、大量な作品が出てくるわけですね。それの一
番最初のきっかけが､『ロビンソン・クルーソー』であると。それが1719年の４月、彼が刃
歳ですよね。これがまた爆発的に売れるわけですね。それで、８月には第２部、『ロビン
ソン・クルーソーのその後の冒険』、翌年には『ロピンソン・クルーソーの生涯と驚くべ
き冒険の間の真撃な反省』一応３冊本になるわけですね。これをきっかけに、６０歳代か
ら死ぬ７１歳まで、どう考えても驚異的に、この１０年間大量の著作活動をするわけです。
彼がこの第２部の序という中に『ロピンソン・クルーソー」とはどういう本なのかという
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ことを本人が書いています。このことについては、私前に読んだ時は全然気がつきもしま
せんでした。彼自身、こういう風に書いてるんですね。
「書中に出てくるあらゆる事件が正しく利用され、どの部分からも信仰上および処世上
の結論が引き出せるということは、この書を公にした意図が立派であったことを証明して
いるし、物語の中の着想とか寓話とか呼ばれるすべての部分が正当であったことを示して
いる」（『ロピンソン・クルーソー』（岩波文庫）下３頁)。すごいですよね。自分が書い
たものをこれだけいえるとしたらね。これがどういうことを意味するかは重要だと思いま
す。これは処世上の問題＝経済人としての孤島での生活と、信仰上の問題、この２つがデ
フォーの中で寓話というかたちでロビンソン・クルーソーに語らせている。この作品の作
者はロピンソン・クルーソーなんですね。デフオーが何故自分の名前を書かないかという
ことは、２度の筆禍事件でもうこりている。だから、自分の名前を使わないで、ロピンソ
ン・クルーソーに書かせる、というかたちになったみたいですね。そして、その第３部は
ロビンソン・クルーソーの反省となっているんですね。そういう意味に理解すると、彼が
寓話といっているものの重さが出てくるんだろうと思います。そして、またこういってる
んですね。これが、もうこの後のロビンソン・クルーソーを紹介している人にとっては、
根底的な批判になっている所です。
「この作品の省略版を作ることは、真価を冒涜するものであるとともに、不埒でもあり
滑稽でもあろう。もし、この書を短くしようとするものがあれば、価値を減ずるばかりで
なく、宗教的および倫理的な思索を本書から一掃してしまうことになりかねない。これら
の思索こそ、実は、本書の最大の美点であるばかりでなく、読者を無限に啓発する意図を
持って述べられているものなのである」（同上４頁)。という風に書いているんですね。
ところが、ロピンソン・クルーソーが全世界に翻訳され、圧倒的に人気を博したのは、宗
教的・倫理的思索を排除したからなんですね。ということは､デフォーの意図とは違って、
ロピンソン・クルーソー物語は､,無人島の生活という興味を引く物語としてだけ理解され
たということだと思います。
（１）経済人ロピンソン・クルーソー
この点については、大塚久雄氏が『社会科学の方法』（岩波新書）の中の｢経済人ロビ
ンソン・クルーソウ｣で非常に興味深く紹介しているのでそれを紹介させていただきます。
ロビンソン・クルーソーが孤島に漂着して、何とか生き延びていこうときわめて現実的な
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態度で日常生活の設計を行いそれを実行に移して行く。彼の中で目立つのは、柵を作って
土地を囲い込み、また樹木をめぐらして住居を囲い、そしてこの中で自分が主人であると
宣言するのですが、この土地の囲い込みが１５世紀から始まってロピンソン・クルーソー
が書かれたころには第二次のエンクロウジャー・ムーブメントとなってイングランド全士
を覆うようになった当時のイギリスに特有の制度を表現しているということです。
放浪癖のあるロピンソン・クルーソーに父親が説諭する。「運を賭して外国にいって－
旗上げ、尋常いちようでない仕事をやって名前をあげようなんていう連中は、どん底生活
にあえいでいるような連中か、さもなければ、ひどく野心的な、金と運に恵まれた連中か
そのどちらかなのだ。こういうことはおまえなどの手のとどくことでもないし、またそこ
まで身をおとしてやるまでもないことなのだ｡つまり、おまえの身分は中くらいの身分で、
いわば、下層社会の上の部にいるというわけなのだ。自分の長年の経験によるとこのくら
いいい身分はないし、人間の幸福にも－番ぴったりあってもいる。身分の卑しい連中の惨
めさや苦しさ、血のにじむような辛酸をなめる必要もない。身分の高い連中につきものの
霜りや賛沢や野心や妬みに悩まされる必要もない｡こういう身分がどんなに幸福なものか、
ほかの連中がどれほどうらやましがっているかということを考えただけでもわかりそうな
ものだ。偉い地位に生まれついたばかりに昔からどれほど多くの王様がその悲しみを味わ
ってきたことか。二つの極端の、つまり貴賎の中間に生まれてきていたら、と願った賢者
は、中くらいの身分こそ本当な幸福の基準であることを証したということができる」（『ロ
ビンソン・クルーソー』（岩波文庫）上１２－１３頁)。「中くらいの生活は実際あらゆる
美徳、あらゆる楽しみの源泉といえる。このちょうど頃合の暮らしにはいわば平和と豊か
さという侍女がかしずいている。また、ここにはさまざまな祝福がある。たとえば、節制
や中庸や平静や健康や社交が、またあらゆる快い娯楽、あらゆる望ましい楽しみがある」
（同上１３頁)。この父親のいう中流の生活こそがデフオーの生活様式であり、その当時
のイギリスの新興階級としての産業企業家層の生き方だったと思います。
またロビンソン・クルーソーは極めて合理的な経営者としての側面を持っています。彼
は漂流船の中を探し、使えそうなものを運びますが、食糧に続いて弾薬、武器、火薬を運
びます。そして大工道具、釘、ジャッキ、手斧、砥石といった道具類運び出します。そし
てお金に関してはナイフ１本にも値しないとしています。この時代の合理的精神が単なる
金銭欲でないということをこれは示していると思います。そして１０日か１２日たった頃
日数の計算ができなくなるとして柱にナイフで刻み目を入れて暦をつける方法を定めま
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す。時間をきちんと計算するという合理性をここで行っていくのです。また大麦と稲が芽
を出しているのをきちんと育て、それをただ食べてしまうのではなく種をまいて増やそう
とする、いわゆる拡大再生産を考えているといえます。そして雨季と乾季をきちんと計算
していつ種をまくかを考え着実に食糧を増やしていきます。このような合理的な思考がま
さに近代的なブルジョアジーの精神そのものといえると思います。山羊にしてもただ殺し
て食べるのでなく家畜として増やすことを考えています。柵を作りその中で山羊を飼い、
乳を搾り、肉を確保するということで安定した拡大再生産を考えています。またロピンソ
ン，クルーソーは自分の漂流生活の損益計算書を作っている。このようにロピンソン・ク
ルーソーは産業革命を担う産業企業家の先駆をなすといってよい合理的経済人を体現して
いるといえよう。
（２）ロピンソン・クルーソーにおける宗教の問題
ロピンソン・クルーソーの物語は孤島での合理的な中流の経済人としての生活の側面だ
けではなく、宗教・信仰の問題がもう一つの大きな問題として扱われている。非国教会派
の敬虐な信徒である父親に育てられたデフオーは、広い意味でのピューリタンであり、彼
がロピンソン・クルーソー(こかたらしている信仰の問題は、この本のもう一つの重要なテ
ーマであると思います。ロビンソン・クルーソーが神を意識するのは重病に陥いったとき
である。「悲しいことだが、私は神についての知識を持ってはいなかった。父のねんごろ
な導きによって私が得ていたものも、８年も長い間ふしだらな船乗り稼業をしていたのと、
私と同じくひどくくさみきった、神を神とも思わぬ連中とばかり絶えず付き合っていたた
めに、きれいに跡形もなく消えうせてしまっていた｣。「私にとっては神とか摂理とかいう
ものはまったく問題にならなかった。そしてただ自然の理に従い、常識の命ずるままに１
個の動物として行動したにすぎなかった。」（同上１２２－１２３頁）そして神について
考え、聖書を読み始め、「主は君として救主としてあげられたまひ、悔改と罪の赦しとを
与えたまふ｣の句に、聖書をなげうち、両手を上げ、心が高まり、喜びあふれ、声高<叫
んだ。「ダビデの子、イエス・キリストよ・わが救主にして主なる神よ、願わくは悔改を
われに与えたまえ！」。これが、私の全生涯を通じて、本当の意味で神に祈ったといえる
最初の祈りであった。そしてロビンソン・クルーソーは｢もし自分がこの世間でなにかほ
かの境遇にあればたぶん幸福になれたかもしれないが、この世間から見捨てられた孤独の
生涯にあってもなをそれ以上に幸福になれる可能性がある、ということであった。こう考
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えて、私は自分をこの島に導き給た神に感謝したいと思った｣(同上１５６頁)。そして彼
の生活を規則ただしい日課を作って働くことにし、神にたいする礼拝を守り聖書を読み、
食料を探しに鉄砲を持って出かけ、食料用に殺したり捕らえたものを処理し、乾燥､貯蔵、
料理するということにした。ここにおいて彼の生活が信仰と労働が統一され、労働の意味
が変わり、孤島での生活の意味も変わることになり、ロビンソン・クルーソーは心の平安
を獲得するのである。
しかも平井正穂氏がロビンソン・クルーソーの解説で述べているように、デフオーの宗
教は優れて普遍性を獲得しているといえる。ロビンソン・クルーソーの下巻でカトリック
教徒の神父との会話でカトリックの神父がプロテスタントに対して、「一方は、真実な信
仰に基づくとは私には思えませんが、とにかくあるやり方でイエス・キリストの御名を唱
えて祈っておりますし､」「カトリック教会の枠内に現在おられないとしても、神のこと
も神の教会のことも全然知らない者たちよりは、ずっと教会の近くにおられやがてはそこ
に受け入れられようとしておられるということを、われわれは願っております」（『ロビ
ンソン・クルーソー』下１８２頁)。これを聞いてクルーソーは｢もしもこういう心構え
が一般的であれば、たとえどういう教会、どういう特定の宗派にわれわれが属し、参加し
ていようとも、われわれは皆カトリック的なキリスト教徒になれるだろう。愛の精神がわ
れわれすべてを動かして正しい教義に向かわせるであろう」(同上１８３頁)と感じている。
この主張は当時の宗派のさまざまな状況を考えれば、きわめて優れた視点を示していると
いえよう。非国教徒としてさまざまな迫害を受けていたデフオーにしてはじめて待ちうる
見解であるといえよう。
７．おわりに
最後に皆との討論の中で出てきた論点で興味深かった点について２，３指摘しておきた
いと思います。
一つはピューリタン小説の流れと『ロビンソン・クルーソー』の関係です。曽村さんが
指摘されたように、『ロビンソン・クルーソー』はバニアンの『天路歴程』や自叙伝『罪
人のかしらに恩寵溢る』に典型的に示されている、罪を犯したものが悔い改めて救いにい
たる経路を、あるいは悔い改めずに滅びにいたる経路をある特定の人間の伝記なりあるい
は自分の伝記（自叙伝）の形で書き記すという当時の神学の時代といわれたピューリタン
文学の活動の一つに数えられるということは、平井正穂氏が解説でも指摘されています。
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それは、個々の事件や状況よりも、あくまで内的な、精神的・霊的な魂の旅路に重点が置
かれたものであったということです。この点では『ロビンソン・クルーソー』の物語もそ
の系譜に属するといってよいと思います。平井氏はデフオーはこの点におさまりきれない
で、個々の事件や状況を、そのものの持つ人間的な興味に引かれながら、その描写にはま
りこんでいった、と指摘されています。私もこの点では同感です。そして平井氏はこの一
貫性の崩れが「イギリスに小説が小説としてのはっきりした形を取って現れてくるのであ
る。かって清教徒革命の推進者であった中産階級の世俗化とともに、小説も世俗化してい
った、ということができる」（『ロビンソン・クルーソー』下４２２頁)。この指摘は大変
興味深いと思いました。
二つ目は重商主義とデフオーとの関係の問題です。重商主義は絶対王政の成立から産業
革命までの、１５世紀末から１８世紀後半までの３世紀にまたがるきわめて長い時代の政
策体系を指していますので、これを－括りでとらえるのはかなり難しいと思います。普通
この時代は市民革命を挟んで前期を王室的重商主義royalmeIcantilism、後期を議会的重
商主義parliamentarVmemantilism、と分けています。前者は前期的・商人的な重商主義で
あり、後者は近代的・保護主義的な初期資本主義の重商主義である。重商主義の典型は市
民革命後のこの議会的重商主義に求められるといってよいと思います。この重商主義の代
表的な人がトマス・マンＴｈｏｍａｓＭｕＭ１５７１－１６４１）です。マンは『イングラ
ンドの財宝』（１６４４年）の中で－国を裕福にするのは外国貿易であり、われわれが消
費する外国製品の価値額よりもなお多く外国人に販売すべし、という全般的貿易差額説を
主張している。すなわち、一国の輸出額一輸入額＝貿易差額である。この貿易差額が為替
の変動をとおして金銀の移動をもたらし、一国を富ませると考えた。このマンの全般的貿
易差額説に対しては、国内工業の育成のためには個々の相手国との収支をすべてプラスに
しなければならないとする個別的貿易差額説が登場する。というのは単なるプラスの貿易
差額は仲継ぎ貿易への再投資になってしまい生産資本には投資されないからであるもここ
において、初期産業資本と仲継ぎ資本との対立が反映されている。貿易差額説の達成手段
は保護貿易である。それはイギリスにとって不利な産品の輸入制限と、国内産品の輸出奨
励の二つである。
このような重商主義の主張とデフオーの差異は明らかです。デフオーは先にも述べたよ
うに国内市場の発展と高賃金を論拠に自由貿易を主張しているからです。国内市場の発展
を支える高賃金が、産業資本の生産'性を高め、国際競争力を強化するからこそ自由貿易が
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要請されるというのです。デフオーはこの主張を対仏通商論争で『マーケイター』誌を主
催して論陣を張ります。この主張は当時の保護貿易主義の支配的な段階では受け入れられ
ませんでしたが、アダム・スミスヘとつながっていく自由貿易論の早熟的な優れた見解だ
ということができるといえます。
三つ目はデフォーの学問がきわめて広範囲なものであるという点です。これはデフオー
の時代を現在のような専門化された学問分野で分析することの問題点をも指し示している
と思います。この時代は経済学はまだ倫理学の－分野であり、倫理学は神学の－分野であ
ったということを忘れてはならないと思います。私は『ロピンソン・クルーソー』を経済
人と宗教・信仰という二つの面からみてきましたが、デフオーの時代においてはこの二つ
の側面はごく自然に統一されていたとみた方がよいと思います。この点はピューリタン革
命の時期から産業革命期のイギリスの精神的風土に一般的であったともいいうると思いま
す。アダム・スミスの『国富論』がシンパシイ（同感）をもとにした『道徳情操論』を持
っているのもまさに同じことだと思います。現在の細分化された学問世界のなかでしか認
識できないわれわれの頭脳にとって、こうしたトータルな人間の営みを理解するというこ
とは、きわめて難しいと同時に、魅力的であると思います。経済学部のなかに様々な教養
課程の先生がいるという意味について今回は真剣に考えさせられました。清原さんの研究
会で報告するという機会がなかったなら、このような報告はなかったと思います。その意
味でも感謝しております。
-２１－ 
